
総合防除計画の策定と
大分県内の取組み

大分県 農林水産部 地域農業振興課
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１.大分県の特徴

◼地理、地形等
九州の東側
瀬戸内海、豊後水道に面している
総面積の71%が森林
温泉の源泉数、湧出量ともに日本一
（別府温泉、湯布院温泉など）

◼主要農産物（R3.3）

ねぎ（71億)   いちご（36億）

トマト（30億） 日本なし（30億）

ピーマン（29億）  おおば（15億円）

かんしょ（19億円）

2.総合防除策定の背景
（みどりの食料システム戦略・みどり新法）
温暖化に伴う気象変動によって、食にまつわる環境も大きく変化している現状を受
け、SDGｓや環境に配慮した持続可能な食料システムを構築するため、環境と調和
した食料システムを確立する。温室効果ガスの削減、環境問題に配慮した新技術の
普及などを行う。

KPI（目標）として
スマート防除技術体系の活用や、リスクの高い農薬からリスクのより低い農薬への
転換を段階的に進めつつ、化学農薬のみに依存しない総合的な病害虫管理体系の確
立・普及等を図ることに加え、2040 年までに、多く使われているネオニコチノイ
ド系農薬を含む従来の殺虫剤を使用しなくてもすむような新規農薬等の開発により、
2050年までに、化学農薬使用量（リスク換算）の50％低減を目指す。

防除だけでなく「予防・予察」にも重点を置いた総合的病害虫管理等の推進により、
政策のグリーン化を進めるとともに、その継続的実施を検証する仕組みを検討する。

～みどりの食料システム戦略説明から抜粋～
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3.大分県の総合防除計画の策定方針

農業生産の安定と生産性向上を図り、環境の保全に配慮した安全な農作物の
生産を行うために病害虫および雑草防除を的確かつ安全におこなう

環境にやさしい農林水産業を推進

◎IPM実践指標 （H29.2月策定）

◎大分県環境負荷低減事業活動の促進に関する基本計画（R4.12月策定）

◎大分県持続性の高い農業生産方式の導入の関する指針（R5.2月改正）

有機農業の推進

◎第3次大分県有機農業推進計画   （R4.3月策定）

農業生産の安定と生産性向上

◎大分県主要病害虫および雑草防除指針  （毎年3月改訂）

3.大分県の総合防除計画の策定方針

病害虫の発生しにくい環境を整備した上で、病害虫の発生を予測し、状況に応じて
必要な防除措置を講じる

（化学的）防除の補完・代替
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4.計画策定の流れ

「指定有害動植物の総合防除を推進するための基本的な指針」をもとに、大分県
の状況に合わせた計画をつくる

5.計画の特徴：品目の選定

（１）国が指定する品目

普通作（水稲、麦類、大豆）

野菜類（ピーマン、ねぎ、いちご、トマト）

果樹類（かんきつ、ナシ、ぶどう）

茶

（２）独自で総合防除技術の推進する品目

野菜類（かんしょ、シソ）
→サツマイモ基腐病対策や品目主産地がある

果樹類（キウイフルーツ）
→キウイフルーツかいよう病対策

花き類（キク、ホオズキ）
→品目主産地がある

推進する品目について、県独自で総合防除を推進する品目を追加して掲載
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5.計画の特徴：生産者目線の構成

生産者は自分が作る品目から
病害虫の防除方法を調べる

ピーマン 病気

①総合防除計画の品目ごとに対象病害虫を標記

②対象病害虫の一覧で指定有害動植物がわかる
ように標記

総合防除を推進する品目および対象病害虫一覧

分類 品目
病害虫※１

病害 虫害

野菜ピーマン ●うどんこ病、
青枯病、黄化え
そ病、菌核病、
黒枯病、白絹病、
立枯病、軟腐病、
灰色かび病、斑
点病、モザイク
病

●アブラムシ類、
●タバコガ類
（●オオタバコ
ガ、タバコガ）、
●ハスモンヨト
ウ、アザミウマ
類、カメムシ類、
コナジラミ類、
ハダニ類

●は指定有害動植物
無印はそれ以外で問題となる病害虫を示す

5.計画の特徴：普及を想定した書式

指針や計画が複数あると
現場でどれを生産者に提案すれば
良いか悩む

普及を想定しての課題 解決方法

「IPM指導指標」策定から8年で
普及員や生産者になじみのある

→「総合防除計画」の書式を
「 IPM指導指標」の書式と統一
現場に浸透しやすく・取り組みやすく

どの計画や指針を使用しても最終的に総合防除の推進につながる
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5.計画の特徴：普及を想定した書式

【ピーマン】
病害虫 生態と症状

●うどん
こ病

①葉裏に白い粉状のカビを生じ、葉表は退色して淡黄色の斑紋を生じる。
②病原菌は、葉の表面に菌糸を形成するほか、内部寄生性のため、組織
内部にも繁殖して寄生する。
③樹勢が低下すると発生しやすく、多発すると落葉し急激に蔓延する。
④発病適温は１５～２８℃であり、２５℃前後で最も発病しやすい。
⑤乾燥～やや湿潤気味で発生が多い。

防除対策 体系 防除手段

①被害葉や前作の残渣は、圃場外に持ち出し適切に
処分する。

予防 耕種

②土壌診断や樹勢に基づく適切な肥培管理を行う。
判断

予防 耕種

③防除薬剤が付着しやすいよう、摘葉、整枝により、
過繁茂を避ける。

予防 耕種

④下葉を完全に除去すると、樹勢低下や通気により
かえって発病を助長する場合もある。

判断

⑤発生初期防除に努め、発生部位に薬剤が十分かか
るように散布する。

予防 化学

判断

⑥内部寄生性のため、浸透移行性で治療効果のある
薬剤が効果的である。

防除 化学

⑦間口３ｍ以上の施設であれば、発病前からの硫黄
粉剤の株間処理が残効性の面からも効果的である。

予防 化学

⑧収穫終了後は、速やかに残渣を処分する。 防除 耕種

病害虫防除指針 総合防除計画

病害虫の「生態と症状」は病害虫防除所に作成を依頼し、県の防除指針と
記載内容や防除方法が同じになるように表記を統一

総合防除計画で防除手段を把握し、
防除指針で対応農薬を確認できる

5.計画の特徴：普及を想定した書式

総合防除計画【ピーマン】

管理項目 管理ポイント 体系
防除
手段

■防除計画の作成 ○栽培開始前に、具体的な病害虫防除計画（栽培
暦、防除暦等）を作成し、計画に沿った栽培管理
を実施する。

判断

■ほ場の選択と改
善

○栽培に適した水はけの良い圃場を選択する。 予防 耕種

○排水の悪い圃場に作付けする場合は、高畝や暗
渠・明渠（額縁）排水等の対策を講じる。 予防 耕種

■圃場の準備 ○連作障害や土壌病害回避のため、完熟堆肥の施
用や緑肥作物のすきこみ等の土作りをおこなう。 予防 耕種

○土壌病害回避のため、定植前の土壌消毒を徹底
する。

予防 化学

○施設内への害虫の侵入を防止するため、栽培施
設をＵＶカットフィルムで被覆する。 予防 物理

○施設内への害虫の侵入を防止するため、施設開
口部や圃場周囲に防虫ネット等を展張する。 予防 物理

○施設内への害虫の侵入防止や雑草抑制のため、
防草シート等により、畝面、畝間、通路、施設周
辺等を被覆する。

予防 物理

○循環扇を設置する。 予防 物理

○タバコカスミカメ等の土着天敵を防除体系に組
み込むため、天敵温存植物（バンカープランツ）
を植え付ける。

予防 生物

IPM実践指標の管理項目を参考に管理のポイントを作成し、項目を「体系」
「防除手段」で分け、総合防除の分類を分ける

IPM実践指標【ピーマン】

管理
項目

管理ポイント
点
数

実施状況のチェック欄

昨年度
の実施
状況

今年度
の実施
目標

今年度
の実施
状況

■防除計画の
作成

○栽培開始前に、具体的な病害虫防除計
画（栽培暦、防除暦等）を作成し、計画
に沿った栽培管理を実施する。

1

■圃場の選択
と改善

○栽培に適した水はけの良い圃場を選択
する。

1

○排水の悪い圃場に作付けする場合は、高
畝や暗渠・明渠（額縁）排水等の対策を講
じる。

1

■圃場の準備 ○連作障害回避のため、完熟堆肥の施用や
緑肥作物のすきこみ等の土作りをおこなう。

1

○土壌病害回避のため、定植前の土壌消毒
を徹底する。

1

○土壌病害虫の拡散を防ぐため、使用した
トラクター等の管理機は洗浄、消毒を行う。

1

○施設内への害虫の侵入を防止するため、
栽培施設をＵＶカットフィルムで被覆する。

1

○施設内への害虫の侵入を防止するため、
施設開口部や圃場周囲に、赤色あるいは白
色等の防虫ネットを展張する。

○施設内への害虫の侵入防止や雑草抑制の
ため、防草シート等により、畝面、畝間、
通路、施設周辺等を被覆する。

○施設内の過湿対策のため、循環扇を設置
する。

1
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5.計画の特徴：普及を想定した書式

【ピーマン】

管理項目 管理ポイント 体系※１ 防除
手段※２

■防除計画の作
成

○栽培開始前に、具体的な病害虫防除計
画（栽培暦、防除暦等）を作成し、計画
に沿った栽培管理を実施する。 判断

■圃場の準備 ○連作障害や土壌病害回避のため、完熟
堆の施用や緑肥作物のすきこみ等の土作
りをおこなう。

予防 耕種

○土壌病害回避のため、定植前の土壌消
毒を徹底する。 予防 化学

○施設内への害虫の侵入を防止するため、
栽培施設をＵＶカットフィルムで被覆す
る。

予防 物理

管理ポイントの防除手段は、「化学」「生物」「物理」 「耕種」の4つの方法で
分類分け、チェックリスト形式で現場で見やすいかたち

防 除 計 画 作 成 は
防除判断ができる

UVカットフィルムで
害 虫 の 施 設 へ の
物 理 的 な 侵 入 防 止

完熟堆肥や緑肥は
病 害 発 生 の 予 防

6-1.事例紹介（品目：イチゴ）

◆目的
アザミウマ類やアブラムシは農薬への抵抗性が
発達しやすく、化学農薬の使用回数削減が必要
である。
そこで、反射資材や天敵昆虫を活用したイチゴ
のアザミウマやアブラムシの防除技術確立を
おこなった。

慣行技術として、ハダニの防除にミヤコバンカー製剤（天敵）を利用し、圃場の
ハダニ発生を抑える技術が定着
→アザミウマ類・アブラムシについても同様に技術の確立と県内の推進を図る

グリーンな栽培体系への転換サポート事業
（R3、R4年度補正予算みどりの食料システム戦略緊急対策交付金）

◆事業実施主体：大分県
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6-1.事例紹介（品目：イチゴ）

アザミウマ

光反射資材による防除

天敵ククメリスによる防除

ｽﾘﾑﾎﾜｲﾄで飛び込み防止

アブラムシ

天敵アブラバチの
バンカー法による防除

現地への普及にむけて
イチゴのIPM技術を確立し、栽培マニュアル（栽培暦）の作成を行っている。

ハダニ

天敵による防除

ミヤコカブリダニや
チリカブリダニで
ハダニを抑える

6-2.事例紹介（品目：ピーマン・トマト）

ピーマン・トマトのウィルス性病害（ TSWV ）に対するのIPM体系の普及

◆ピーマン黄化えそ病（TSWV）
ピーマンなどの葉や果実に黄化や
ちぢれを発生するウィルス病の１種。
発症後は抜き取るしかなく、周囲に
被害拡大するため、ピーマンの最重要
病害。

◆目的
県内ではH30から被害が増え始め、
R４年度には栽培本数の1割にあたる
約８万株と危機的な発生状況であり
対策徹底が急務

←TSWV感染株
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6-2.事例紹介（品目：ピーマン・トマト）

初期防除徹底

3%
20%

50%

12月 1月 2月以降

残渣の早期適正処理

片付け時期と次年度の発生割合(大分県)

初期密度の低下 早期発見・適正処分

防虫ネット2月展張

定期防除
令和5年産　豊後大野支部夏秋ピーマン害虫防除暦（慣行防除版） ＪＡおおいた豊肥事業部園芸課

大分県豊肥振興局生産流通部

●は登録有り

↓
● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ● ●

● ● ▲ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○
● ● ● ○ ● ●

 

《 》

◎定植時処理剤

●は登録有り

↓
◎防除のポイント

● ● ● （１）除草対策を徹底し、ハウス周囲３ｍは防草シートの展帳または定期的な草刈りを実施し、アザミウマ類の発生源を取り除く。
● ● ● ● （２）圃場外であっても、風上の草むらや法面はアザミウマ類の飛び込み元となるので、除草を行う。
● ▲ ● ○ （３）アザミウマ類やその被害（葉や果実への食害）を見つけたら、速やかに薬剤散布を行い、発生を抑える。
● ● （４）多発生となってしまった場合には、グレーシア乳剤やハチハチ乳剤等の効果の期待できる薬剤で速やかに防除を行いましょう。

（５）赤地白抜きは、記載された薬剤でタバコガ対策の一斉防除を実施する。

（６）タバコガ食害果実を確認した場合は、プレバソンフロアブル５等を散布し薬剤防除を実施する。

●は登録有り （７）カメムシ類が多発生した場合は、アーデント水和剤やアディオン乳剤を散布する。

↓

● ●
● ●

● ○
● ●

月

下

虫
害

定
植
時
処
理
剤
（

備
考
欄
参
照
）

３月 ４月
旬 上 中 下 上 中 下

▲ は 広 く効果 低 下が
確 認 され てい る薬 剤

○は効果が
期待できる薬剤

月 ３月 ４月

ベリマークＳＣ 育苗期後半～定植当日 かん注

基
幹
防
除

グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤
※
→

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

【
以
後
、
１
、
２
番
苗
と
同
様
】

基
幹
防
除

※
定
植
後
３
日
以
内
に
散
布

旬 上 中 下 上 中

アブラムシ類

タバコガ類

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾐｶﾝ）

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾋﾗｽﾞ）

ハダニ類

※
定
植
後
３
日
以
内
に
散
布

中

▲ は 広 く効果 低 下が
確 認 され てい る薬 剤

○は効果が
期待できる薬剤

ハダニ類

虫
害

定
植
時
処
理
剤
（

備
考
欄
参
照
）

グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤
※
→

フ
ァ

イ
ン
セ
ー

ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル

ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
顆
粒
水
和
剤

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾐｶﾝ）

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾋﾗｽﾞ）

アブラムシ類、アザミウマ類、コナジラミ類（０日）

アブラムシ類

タバコガ類

アブラムシ類、ミナミキイロアザミウマ、コナジラミ類（７日）

プリロッソ粒剤 育苗期後半～定植当日 株元散布 アブラムシ類、アザミウマ類、コナジラミ類（０日）

モベントフロアブル 育苗期後半～定植当日 かん注 (50mlかん注時)アブラムシ類、アザミウマ類、コナジラミ類、ハダニ類、チャノホコリダニ（３０日）

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

【
以
後
、
１
、
２
番
苗
と
同
様
】

備考

農薬名 処理時期 処理方法 対象病害虫（スワルスキーカブリダニ影響日数）

ベストガード粒剤 定植時 植穴処理土壌混和

中 下 上 中
８月 ９月

下下 上 下
７月

下 旬上 中 上 中下 上 中 下 上 中

虫
害

デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ

プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル

定
植
時
処
理
剤
（

※
備
考
欄
参
照
）

グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤
※
→

フ
ァ

イ
ン
セ
ー

ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

マ
ラ
ソ
ン
乳
剤

アブラムシ類

ハダニ類

アブラムシ類

ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
顆
粒
水
和
剤

ア
フ
ァ
ー

ム
エ
ク
セ
ラ
顆
粒
水
和
剤

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー

ム
フ
ロ
ア
ブ
ル

マ
ラ
ソ
ン
乳
剤▲ は 広 く効果 低 下が

確 認 され てい る薬 剤

ハダニ類

タバコガ類

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾐｶﾝ）

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾋﾗｽﾞ）

虫
害

ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
顆
粒
水
和
剤

又
は
プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤

ト
ル
ネ
ー
ド
エ
ー
ス
D
F

プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
5

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

ト
ル
ネ
ー
ド
エ
ー
ス
D
F

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤

基
幹
防
除

※
定
植
後
３
日
以
内
に
散
布

○は効果が
期待できる薬剤

タバコガ類

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾐｶﾝ）

ｱｻﾞﾐｳﾏ（ﾋﾗｽﾞ）

※
梅
雨
明
け
直
後
に
散
布

１０月 月
旬 上 中 下 上

タバコガ類　

アザミウマ類 アザミウマ類

ハダニ類　　 ハダニ類　　

発
生
消
長

虫
害

アブラムシ類 アブラムシ類

虫
害

発
生
消
長

タバコガ類

月 ３月 ４月 ５月 ６月

１，２番苗

３番苗

４番苗

防
虫
ネ
ッ
ト
展
張

【注意事項】

・農薬使用前に、必ずラベルの内容を確認して適切に使用しましょう。

・農薬使用前には防除日誌で使用可能回数を確認し、農薬使用後には散布履歴を記載しましょう。

・定植時には、必ず育苗時の農薬散布履歴を確認し、散布農薬の種類と回数を防除日誌に転記しましょう。

・アザミウマ類やアブラムシ類を中心に、薬剤の効果低下が確認されています。

散布時期はこの暦を参考にし、効果のある薬剤を選択してください。

・防除日誌等に記載されているＩＲＡＣコードの数字、記号が重ならないように薬剤を選定し、ローテーション散布を実施しましょう。

◎薬剤散布や防虫ネット、定期的な除草、防草シートの利用などを組み合わせた総合的病害虫管理（ＩＰＭ）を心がけ、環境に優しい持続的な農業に取り組みましょう。

防除計画見直し

前作片付け
侵入防止

初動対策

拡大防止

継続的な

除草

耕

物 化 化
物

１年を通じて
総合的対策

燃やすか
埋める

物 早期抜き取り処分

6-2.事例紹介（品目：ピーマン・トマト）

一般農家向け周知
全戸巡回指導

検査体制整備

RIPA検査キット

怪しいと思ったら
すぐ相談！

アザミウマ発生予察
・発生状況の共有

実施できているか
チェック！

関係機関の対応
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6-2.事例紹介（品目：ピーマン・トマト）

対策の継続・定着と新たなIPM技術の検討

薬剤感受性低下
優占種変化

新規天敵導入
効果的な

展張方法検討

従来天敵の
弱点をカバー

6-3.事例紹介（品目：おおば）

天敵を活用した「おおば」の害虫防除体系の構築
農林水産研究指導センター農業研究部

病害虫対策チーム

1. 試験研究の内容と試験成果
○アザミウマ類の被害
・おおばの葉を食害
・夏期の需要期（７～８月）に多発
・多発圃場では30％の減収事例あり
○栽培様式作型

・連棟ハウスで周年栽培（定植５回/年）

２．天敵資材との活用と赤色LEDの防除効果の検証
①天敵資材（スワルスキーカブリダニ）
②赤色LED（モスバリアジュニアⅡ） アザミウマによる食害 アザミウマ

農業研究部病害虫対策チーム

農業研究部病害虫対策チーム 農業研究部病害虫対策チーム
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農業研究部病害虫対策チーム

（場内試験）
被害葉数は無防除区よりも少なく推移！
（現地試験）
被害葉数は農薬散布区よりやや少ない

6-3.事例紹介（品目：おおば）

４月～６月に放飼し、２ヶ月間にわたり、
農薬散布区と同等の防除効果を確認

LEDなし区よりも作期後半の被害が
少なく、農薬散布回数も削減

①天敵資材の検討 ②赤色LEDの防除効果の検討

農薬５回/４か月→１回へ削減！

天敵を活用したおおばの総合防除体系マニュアルの策定につながった

農業研究部病害虫対策チーム

(参考)その他の取組事例

◆グリーンな栽培体系への転換サポート事業（パプリカ）
・在来タバコカスミカメのコナジラミ、アザミウマ防除
・スワルスキーカブリダニパック製剤によるアザミウマ防除
・紫外線照射によるハダニ防除検証

  ↑スワルスキーカブリダニ  ↑UV-Bランプ設置状況

◆試験研究課題
総合防除による栽培体系の確立を試験中
・イチゴの灰色かび病の抑制技術の開発
・夏秋トマトやピーマンで総合防除による栽培体系の確立
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7.今後の展望と課題

・総合防除に資する継続的な試験研究

・大規模露地栽培の総合防除の技術を
検討していくことが必要

総合防除計画を普及指導員や営農指
導員に活用してもらい、現地指導で
工夫して活用してもらう。

“総合防除”の普及には？

◎今後の展望◎ 今後の課題
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